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屋内では、窓閉め・目張りにより室内を密閉
し、できるだけ窓のない中央の部屋に移動
しましょう。
屋内に地下施設があれば地下へ移動しまし
ょう。
屋外から屋内に戻ってきた場合は、汚染物を身
体から取り除くため、衣類を脱いでビニール袋
や容器に密閉しましょう。その後、水と石けんで
手、顔、体をよく洗いましょう。

安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は
避けましょう。
被ばくや汚染のおそれがあるため、行政機関の指示などに従い、医師
の診断を受けましょう。

◎放射性物質を散布することにより放射能汚染を引き起こす
　ことを意図した爆弾（ダーティボム）の爆発の場合

P5「身の回りで急な爆発が起こったら」と同様、爆発が起こった建物
などからできる限り速やかに離れましょう。
爆発において特有の特徴がなく、放射性物質の存在が判明するまでに
時間がかかることなどから、たとえ外傷がない場合でも、行政機関の
指示などに従い医師の診断を受けましょう。

②留意点

◎核爆発の場合
閃光や火球が発生した場合には、失明するおそれがあるので見ないで
ください。
とっさに遮蔽物の陰に身を隠しましょう。近隣に建物があればその中
へ避難しましょう。地下施設やコンクリート建物であればより安全です。
上着を頭から被り、口と鼻をハンカチで覆う
などにより、皮膚の露出をなるべく少なくし
ながら、爆発地点からなるべく遠く離れまし
ょう。その際、風下を避けて風向きとなるべ
く垂直方向に避難しましょう。
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